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11月の展望

　国内景気が再加速し始めた。生産や輸出の回復
傾向が強まるなか、景気ウォッチャー調査では、
コロナ禍で影響を受けた対面サービスの分野でも
回復が見え始めた。目先は欧州での感染増加がリ
スクだが、日米では夏場に感染第二波が起きてお
り、市場への影響は限定的になろう。
　米国10年国債利回りが10月下旬にかけて
0.86％と約4カ月半ぶりの高水準に上昇したが、
円ドルレートは1ドル104円台の円高基調にある。
日銀とFRBのバランスシート拡大余力を背景にし
た日米の金融緩和規模の違いが、円高ドル安に繋
がっていよう。なお、日本の輸出企業の多くは、
1ドル105円程度で2020年度下期業績の前提条
件にしているとみられる。
　10月下旬から21.3期中間決算の発表が本格化
した。発表当初は、今期増益率の高い銘柄が選好
されやすいが、徐々に市場の目線は来期業績に移
り始めよう。受注が好調な機械や電子部品などの
銘柄に注目したい。 (10/27 田部井)

景気や業績の底打ちが重視されよう

10月の銘柄・業種別騰落率（9/30→10/23）決算発表では受注好調にも目を向けたい



銘柄
スクリーニング
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◇決算発表シーズン途上での業績改善・好調企業選択
・9月1日～10月27日の増額修正発表分から、株価出遅れ銘柄を中心に
（選択条件）
・東証1部上場銘柄対象。9月1日～10月27日に通期経常利益（直近予想期・一部推定含む）を前回公表数値から10％以上増額修
正。前回公表数値との比較で黒字転換、0→黒字化、赤字縮小を含む（増額幅10億円以上）。10月27日現在。株価が前週末比上
昇中の13週移動平均線より上方に位置し、年初来安値からその後の高値までの上昇率が160％未満。売買代金25日平均4000万
円以上。

通期経常利益「増額修正」銘柄
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特　集

　2000年から始まったCEATECが初のオンライン開催となった。
コロナ禍で開催された今年のテーマは「新たな暮らし(ニューノーマル)｣。
2016年から近未来の社会の在り方を提示しており、2年毎にテーマが変わっている(図表1)。今後は会
場開催が実施されても、オンライン開催は継続する予定。

　20年はニューノーマルを①医療・ヘルスケア、②エンターテインメント、③働き方/ライフスタイル、
④流通/小売りの4区分に分け、ソリューション中心で展示している。
内容は株式市場でもテーマとなっている遠隔医療、事務の効率化・電子化、テレワークなど。ソリューシ
ョン展開がより具体化した展示となっている。

今年のテーマは「新しい暮らし（ニューノーマル）」Ⅰ

CEATEC見聞記’20
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　タッチレスは、JR東日本のSuicaが2001年からサービス開始するなど日本国内では馴染みのある技術
であるが、今回のタッチレス技術は空中操作がメインとなっている。

　三菱電機(6503)では2022年に製品化する予定であったがコロナ禍の影響で需要が高まっていると判
断し、製品化の前倒しを計画したもよう。
出展していたのは、三菱電機(6503)、アルプスアルパイン(6770)、LIXILグループ(5938)など。

　凸版印刷(7911)は自動販売機で、OKI(6703)は得意分野であるATM向けで事業展開をする予定と報
道されている。

　21年連続出展している上場企業は昨年より2社(浜松ホトニクス、北陸電気工業)減り13社。電子部
品・部材メーカーが多い。

　サービスとソリューションが中心と
なっても、それを実現するためには、
高性能の部品・部材が必要である。
　部品の性能が製品を決めており、中
期的な視点で、日本の電子部品メーカ
ーは注目しておきたい。 (高橋)

Ⅱ 空中操作のタッチレス（非接触）が広がる見通し

Ⅲ 日本の強みは変わらずセンサーなどの電子部品



ⅠPO
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マザーズ指数に先行して反落
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米大統領選挙の行方に注目米大統領選挙の行方に注目11月の
スケジュール


